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5日間の日程で16の案件を審議し、15案件が可決・承認・同意され、
１案件が否決となった12月議会定例会

　令和元年第４回町議会定例会が、12月９日から13日ま
での日程で開催され、「令和元年度一般会計補正予算」
や「監査委員の選任」など15の案件が可決・承認・同意
され、「町国民健康保険事業財政調整基金条例の一部改
正」が否決（賛成２、反対10、欠席１）されました。
　今月号では、定例会初日に行われた渡邉町長の行政報
告を抜粋して紹介します。

町
長
行
政
報
告

冬
期
間
の
除
雪
作
業
の

安
全
確
保
に
努
め
ま
す

12
月
に
入
り
降
雪
が
あ
り
、
本
年
度
の

除
雪
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
10
社
、
42
台
の
体
制
で
除
雪
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
１
社
減
の
９
社

と
な
り
、
除
雪
機
械
は
３
台
減
と
な
り
ま

す
。排

雪
場
所
は
、
昨
年
と
同
様
に
国
道
２

８
５
号
を
田
町
か
ら
中
学
校
方
向
に
向
か

い
、
広
ケ
野
橋
手
前
左
側
の
民
地
を
排
雪

場
所
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
支
障
の
無
い
よ
う
道

路
除
雪
を
行
い
、
交
通
の
確
保
に
努
め
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

臨
時
的
任
用
職
員
等
を

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
移
行

地
方
自
治
体
の
臨
時
的
任
用
職
員
、
非

常
勤
職
員
は
、
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
教
育
、
介
護
、
道
路
維

持
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
地
方
行

政
の
重
要
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
、
臨
時
的
任

用
職
員
、
非
常
勤
職
員
の
適
正
な
任
用
条

件
・
勤
務
条
件
を
確
保
す
る
こ
と
を
求
め

た
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
改
正
を
受
け
、
関
係
条
例
の
整

備
を
行
う
ほ
か
、
そ
の
他
の
所
要
の
改
正

を
行
い
ま
す
。
臨
時
的
任
用
職
員
等
は
、

来
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

コ
ミュニ
テ
ィ
生
活
圏
形
成
事
業

馬
場
目
地
区
報
告
会
を
開
催

県
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
生
活
圏
形
成
事
業
は
、
本
町

で
は
馬
場
目
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

指
定
し
、
こ
れ
ま
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

４
回
開
催
し
、
人
口
の
維
持
や
地
域
の
活

性
化
な
ど
の
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
12
月
８
日
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
発
表
す
る
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、
次
世
代
の
定
住
増
加
へ

の
課
題
や
手
法
、
そ
し
て
地
元
で
の
暮
ら

し
を
支
え
る
仕
組
み
に
関
す
る
講
演
や
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
馬
場

目
地
区
で
は
、人
口
増
加
を
視
野
に
入
れ
、

買
い
物
な
ど
自
分
た
ち
の
日
常
生
活
を
維

持
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
、
地
域

の
活
性
化
に
役
立
て
る
新
た
な
事
業
の
展

開
も
目
指
し
、
引
き
続
き
話
し
合
い
を
続

け
る
な
ど
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
馬
場
目
地
区
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
生
活
圏
形
成
に
向
け
、
県
と

連
携
し
て
、
地
域
の
行
動
計
画
の
策
定
な

ど
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

馬
場
目
中
村
地
域
が

守
り
た
い
秋
田
の
里
地
里
山
50
に
認
定

県
で
は
、
農
山
村
地
域
の
農
地
等
が
有

す
る
多
面
的
機
能
を
県
民
共
有
の
財
産
と

し
て
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
優
れ
た
景
観
を
維
持
し
、

自
然
・
文
化
・
歴
史
・
人
な
ど
多
様
な
地

域
資
源
を
活
用
し
、
環
境
保
全
・
交
流
活

動
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
を
、「
守

り
た
い
秋
田
の
里
地
里
山
50
」
と
し
て
認

定
し
、
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
平
成
28
年
度
に
浅
見
内
谷

地
田
地
域
の
堂
ノ
下
神
社
を
背
景
と
し
た

田
園
風
景
、
黒
土
地
域
の
川
が
織
り
な
す

曲
線
に
沿
っ
て
広
が
る
田
園
と
黒
土
神
社

に
あ
る
ス
ギ
と
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
あ
る
美

し
い
田
園
風
景
、
ま
た
、
帝
釈
寺
地
域
の

推
定
樹
齢
７
０
０
年
の
ケ
ヤ
キ
が
あ
る
農

村
公
園
一
帯
の
風
景
が
認
定
さ
れ
、
本
年

度
は
、
新
た
に
中
村
地
域
の
薬
師
山
と
馬

場
目
川
に
囲
ま
れ
た
階
段
状
の
田
園
風
景

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
地
域
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
景

観
形
成
の
維
持
保
全
活
動
に
敬
意
を
表

し
、
県
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
認
定
さ

れ
た
地
域
で
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

ま
ち
な
か
線
の
運
行
は

12
月
末
で
終
了
し
ま
す

町
地
域
公
共
交
通
協
議
会
に
よ
る
中
心

市
街
地
で
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
ま
ち
な
か
線
」
の
試
験
運
行
は
、
週
３

日
で
１
日
２
便
の
運
行
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
11
月
末
ま
で
の
５
か
月
間
の
利
用

者
は
延
べ
28
人
で
、
目
標
の
15
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

本
試
験
運
行
は
、
実
施
期
間
の
12
月
末

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
今
後
は
、
利
用

が
少
な
い
原
因
な
ど
の
調
査
や
、
中
心
市

街
地
で
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
、
広
域

公
共
交
通
や
既
存
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運

行
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
ま
す
。

国
保
連
高
額
医
療
費
共
同
事
業
等
の

算
定
誤
り
に
対
処
し
ま
す

レ
セ
プ
ト
（
注
）
１
件
当
た
り
80
万
円

を
超
え
る
高
額
医
療
費
の
市
町
村
の
国
保

財
政
の
負
担
緩
和
を
目
的
に
、
国
保
連
で

実
施
し
て
い
た「
高
額
医
療
費
共
同
事
業
」

に
算
定
誤
り
が
見
つ
か
り
、
市
町
村
が
拠

出
し
て
い
た
拠
出
金
と
、
市
町
村
が
交
付

を
受
け
て
い
た
交
付
金
、
そ
れ
と
国
と
県

か
ら
市
町
村
の
拠
出
金
に
対
す
る
財
政
支

援
を
受
け
て
い
た
負
担
金
に
返
還
が
生
じ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
12
月
５
日
、
国
保
連
合
会
か
ら
、

レ
セ
プ
ト
１
件
当
た
り
30
万
円
を
超
え
る

医
療
費
に
関
す
る
互
助
事
業
の
「
保
険
財

政
共
同
安
定
化
事
業
」
の
算
定
に
も
誤
り

が
あ
る
と
の
報
道
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

返
還
と
な
っ
た
場
合
は
、
高
額
医
療
費
の

算
定
誤
り
と
同
様
に
対
処
し
て
い
き
ま

す
。

昨年９月以降に生じた
町政の動きを説明する渡邉町長

（注）レセプト
　�病院や診療所が医療費の保険負担分の支払いを公
的機関に請求するために発行する、診療報酬明細書。

薬師山と馬場目川に囲まれた中村地域の風景が
守りたい秋田の里地里山50に認定されました

町議会12月定例会で
可決・同意された主な議案
◆�町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例
　令和２年４月１日から会計年度任用職員制度
が導入されるのに伴い、会計年度任用職員制度
を「フルタイム会計年度任用職員」と「パート
タイム会計年度任用職員」に区分し、給与や各
手当、費用弁償に関する事項などを定めまし
た。

◆令和元年度一般会計補正予算
　高岳地区の基盤整備に向けた測量費に182万
円、広ケ野公営住宅の区割り測量と登記業務経
費に403万円、道路の補修に708万円、道路除
雪経費に4,190万円など、１億9,531万円の増
額。補正後の累計額は59億9,620万円。

◆監査委員の選任
　監査委員の任期満了に伴い、引き続き本間信
義さん（70歳・帝釈寺）が再任されました。


